
18   19    2010 年 9 月号

足元から多文化共生を 
積み上げる 世代交代したAPFSの今とこれから

渡
わ た ど

戸 一
い ち ろ う

郎
明星大学教授

ニューカマー外国人が急増した１９８０年代後半、日本人住民と外国籍住民の「相互扶助」の理念のもと、東京の板橋

区で産声をあげたAPFS（Asian People’s Friendship Society）。設立２０年余を経て、この春世代交代した若手

リーダーたちに同団体の今とこれからを聞いた。

在
留
特
別
許
可
取
得
行
動
を
さ
さ
え
る

A
P
F
S
と
い
え
ば
、
一
九
九
九
年
初
秋
か
ら
三
次
に

わ
た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
、「
在
留
特
別
許
可
取
得
一
斉

出
頭
行
動
」
で
ご
存
じ
の
方
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
日

本
で
す
で
に
長
期
間
非
正
規
に
滞
在
し
て
い
る
家
族
や
単

身
者
た
ち
が
、
退
去
強
制
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
覚
悟
の
う
え

で
、
在
留
資
格
の
正
規
化
を
求
め
て
法
務
省
入
管
局
に
集

団
出
頭
し
た
行
動
を
、
全
面
的
に
支
援
し
、
全
国
規
模
の

運
動
を
展
開
し
た
の
だ
。
そ
の
う
ち
一
定
数
の
家
族
が
在

留
特
別
許
可
を
え
た
。
こ
う
書
く
と
、
A
P
F
S
が
戦
闘

的
な
社
会
運
動
団
体
で
あ
る
か
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
か
も

知
れ
な
い
が
、
じ
つ
は
こ
の
運
動
は
、
九
〇
年
代
前
半
か

ら
労
働
・
生
活
面
で
非
正
規
滞
在
外
国
人
の
相
談
を
受
け
、

支
援
を
重
ね
た
結
果
か
ら
必
然
的
に
生
ま
れ
た
も
の
だ
っ

た
。「
長
年
真
面
目
に
暮
ら
し
働
い
て
き
た
こ
れ
ら
の
人

び
と
の
日
本
滞
在
を
、
世
紀
が
変
わ
る
前
に
政
府
に
認
め

て
も
ら
い
た
い
」。
そ
の
願
い
は
一
定
程
度
認
め
ら
れ
、

以
後
、
入
管
局
も
「
在
留
特
別
許
可
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

な
ど
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

当
事
者
性
の
尊
重
に
立
つ
活
動

身
近
な
「
隣
人
」
と
し
て
の
外
国
籍
住
民
と
と
も
に
つ

く
る
社
会
を
目
指
す
A
P
F
S
の
会
員
は
、
累
計
で
三
三

五
〇
人
に
の
ぼ
る
。
役
員
構
成
も
多
国
籍
で
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
ビ
ル
マ
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ラ

ン
か
ら
の
外
国
人
九
人
と
日
本
人
四
人
。
平
均
し
て
一
五

～
一
六
人
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
外
国
人
・
日
本
人
半
々

だ
。A

P
F
S
の
日
常
活
動
は
、（
1
）外
国
人
相
談
と（
2
）多

文
化
共
生
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
車
の
両
輪
と
し

て
い
る
。
相
談
は
在
留
資
格
の
有
無
に
か
か
わ
り
な
く
受

け
、
年
間
一
〇
〇
〇
件
前
後
で
推
移
し
て
い
る
が
、
定
住

化
の
進
展
を
背
景
に
相
談
内
容
が
多
様
化
し
て
い
る
。
一

方
、
イ
ベ
ン
ト
の
方
は
、
①
地
元
商
店
街
な
ど
と
と
も
に

お
こ
な
う
「
ア
ジ
ア
ン
フ
ェ
ア
」、
②
移
住
労
働
者
問
題

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
③
当
事
者
で
あ
る
外
国
籍
会
員
主
体

の
「
シ
ェ
ア
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
三
つ
か
ら
な
る
。
と

く
に
「
シ
ェ
ア
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
は
月
一
回
開
か
れ
、

毎
回
二
〇
～
三
〇
人
の
参
加
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
話
し

あ
っ
た
ト
ピ
ッ
ク
は
子
育
て
、
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
日
本
の
教
育
シ
ス
テ
ム
、
P
T
A
と
町
内

会
、
防
災
、
老
後
、
仕
事
だ
が
、
特
に
年
金
と
医
療
制
度

に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
と
い
う
要
望
が
多
か
っ
た
と

い
う
。
今
後
、
リ
ー
ダ
ー
の
人
材
育
成
講
座
を
通
じ
て
自

助
活
動
に
発
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

組
織
の
強
み
と
課
題

今
年
度
か
ら
代
表
、
副
代
表
と
な
っ
た
加
藤
丈
太
郎
さ

ん
と
吉
田
真
由
美
さ
ん
に
よ
る
と
、
A
P
F
S
の
強
み
は
、

当
事
者
と
と
も
に
活
動
し
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
、
ま
た
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
を
通
し
て
各
外
国
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
直
接
つ
な
が
り
、
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
が

把
握
で
き
る
こ
と
だ
と
い
う
。
こ
の
背
景
に
は
、
相
談
を

も
ち
込
ん
だ
人
が
問
題
解
決
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

相
談
活
動
な
ど
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
。

一
方
、
課
題
も
多
い
。
ま
ず
、
目
の
前
の
多
く
の
問
題

に
追
わ
れ
て
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
つ
活
動
の
た
め
の

分
析
に
手
が
回
ら
な
い
こ
と
だ
。
ま
た
、
非
正
規
滞
在
者

問
題
に
取
り
組
む
な
か
で
、
い
か
に
し
て
支
援
の
輪
を
広

げ
て
い
く
か
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
A
P
F
S
は
N
P
O
法
人
格
取
得
に
よ
り
組
織

基
盤
を
整
え
、
近
い
将
来
に
有
給
の
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
を

置
く
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
、
D
V
を

受
け
た
女
性
、
難
民
な
ど
に
対
す
る
相
談
に
も
取
り
組
み

た
い
と
い
う
。

「
個
」を
起
点
に
足
元
か
ら
の
多
文
化
共
生
を

最
後
に
若
い
リ
ー
ダ
ー
の
お
二
人
に
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
経
験
を
踏
ま
え
て
、
多
文
化
共
生
に
つ
い
て
の
考
え
を

う
か
が
っ
た
。「
目
の
前
の
外
国
人
と
日
本
人
が
ひ
と
つ

ひ
と
つ
関
係
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
。
そ
こ
に
は
摩
擦

も
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
も
含
め
て
相
互
に
理

解
し
合
っ
て
い
く
こ
と
」
と
加
藤
さ
ん
。
一
方
、
吉
田
さ

ん
の
回
答
は
「
日
本
人
同
士
で
も
多
様
な
こ
と
を
踏
ま
え

て
、

＞

い
ろ
ん
な
人
が
い
て
当
然
の
社
会
だ

＜

と
い
う
こ

と
を
皆
が
理
解
し
て
い
く
こ
と
」。
具
体
的
に
は
、
例
え

ば
非
正
規
滞
在
の
外
国
人
で
も
、
子
ど
も
の
教
育
に
熱
心

な
父
親
だ
っ
た
り
、
仕
事
の
熟
練
者
だ
っ
た
り
と
、
多
面

的
な
側
面
を
も
つ
「
個
人
と
し
て
の
外
国
人
」
で
あ
る
こ

と
を
ど
の
よ
う
に
し
て
社
会
に
見
せ
て
い
く
か
が
課
題
だ

と
、
強
調
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

こ
う
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
う
ち
に
も
、
狭
い

A
P
F
S
の
事
務
所
に
は
外
国
人
、
日
本
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
次
々
に
や
っ
て
く
る
。
し
か
し

活
気
あ
る
こ
の
事
務
所
は
い
ま
や
手
狭
だ
。
複
数
の
助
成

金
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
金
源
を
確
保
し
な
が
ら
運
営
さ

れ
て
き
た
A
P
F
S
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、

相
談
コ
ー
ナ
ー
、
た
ま
り
場
ス
ペ
ー
ス
を
も
つ
事
務
所
の

拡
張
が
課
題
だ
。
だ
が
、
そ
の
た
め
の
財
源
確
保
は
簡
単

で
は
な
い
。

クリスマスパーティ

アジアンフェア

在留許可を求める銀座パレード

外国につながる子どもたちを応援するコンサート


